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私は2001年2月より2年半、財務省から福岡
市に出向した。この期間は役人人生の大

きな節目となった。当時、福岡市は顧客志向の
行政サービスを目指すNPM（ニューパブリック
マネジメント）に取り組む政令市として注目さ
れており、志を同じくする自治体職員と知り合
う機会を数多く得たからだ。
こうした全国自治体職員の改善運動の横展開
の取り組みのひとつに「全国都市改革改善実践
事例発表会」というものがある。全国の業務改
善事例を一堂に集め、共有するとともに、参加
者がそれぞれの職場でより良い仕事をするため
の「気づき」を発見する場である。第4回
（2010年3月）は本書の著者が活躍していた中
野区での開催であり、それが全国的なネットワ
ーク「K-NET」や「自治体改善マネジメント
研究会」へと発展していった。そのあたりの経
緯は「第二章 区役所の風土改善の必要性―改
善運動」でいきいきと記されている。また、最
近はすっかり悪者扱いのSNSだが、「第三章 地
域に飛び出す職員はなぜ必要か」を読めば、
SNSが日々、忙しく生業にいそしむ地域の人と
つながるためにはなくてはならないツールだと
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基礎自治体の変革を促す
自治体職員の矜持

『自治体職員、
中野区長になる』
酒井直人 著
（公職研、2200円 税込）

いうことが実感できる。まさに現代版「友、遠
方より来たる、また楽しからずや」である。
「第四章 そして、区長に」にも注目したい。そ
もそも、著者が区長に立候補したのは、同一の
政治家が自治体を長期にわたって経営すること
の難しさを痛感したからだという。諸外国の自
治体では、政治家でなく、経営のプロが自治体
経営にあたる制度が整備されているケースも多い。
日本では憲法に明文規定があるため、直接選挙
の仕組みを変えるのは困難だろうが、基礎自治
体レベルについて、自治体経営のプロがもっと
活躍するような制度を構築することはできない
ものかと考えさせられた。もちろん、「第五章 
自治体の経営マネジメントの模索」以降の文章、
著者が区長になってからの経営ぶり、そしてコ
ロナ禍への対応なども読みごたえ十分だ。
本書は著者がこれまで職員として、区長とし
て組織風土改革に取り組んできた経緯、そして
失敗や成功を通して、自治体職員にやりがいや
生きがいを伝えるために記したものだという。
その矜持は本書で見事に表現されている。自治
体経営に関心を持つ関係者に広く一読をオスス
メしたい書である。

『離島めし』
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（光村推古書院、2640円 税込）

そろそろ今夏の行楽の計画を立てたい今日この頃、自然に溢れ、独自の歴史や文化が今に息づく離島を旅し
ようと考えている方も多いことだろう。島旅といえば、何といっても欠かせないのが島独自に育った食。と
いうわけで、この春に刊行されたフォトエッセイ『離島めし』を紹介したい。写真家の黒岩正和氏が現地で出
会った珠玉の「島の味」を克明に記録した一冊だ。ぜひ本書を一読して魅力的な「離島めし」を満喫してほしい。

　著者の黒岩氏は、20年以上かけて延べ1600回以
上も全国各地の有人島へ足を運び、400以上の祭り
を撮影してきた「島カメラマン」。訪れた先々の島酒
場で島民たちと杯を重ね、数多くの魅力的な「離島
めし」を味わってきたという。本書ではそんな黒岩
氏がとくに印象に残る「あの島で出会った、あの味」
をたっぷり紹介している。
　北は北海道の利尻島から南は沖縄県の波照間島ま
で、気候も風土も異なる島々で供される「離島めし」
はあまりに独特でビックリするものばかり。島近海
の魚介類をときに豪快に、ときに繊細に調理した郷
土料理の数々、イラブー（ウミヘビ）汁（久高島／沖
縄県）やアオウミガメの煮込み(小笠原諸島／東京都)、

モウカザメの心臓の刺身（大島／宮城県）といった希
少食材による伝統食、ミネラル豊富で食せばたちま
ち疲れが吹き飛ぶヤギ料理（喜界島・鹿児島県）など、
いずれも本土ではお目にかかれない仰天料理だ。また、
祭祀で供えられる神

しんせん

饌や参加者に振る舞われる汁物
など、ハレの日にだけ味わえる「祭りめし」や島へ渡
る際に持ち込む弁当などの「船上めし」も紹介されて
いる。本書の何よりの特徴は、これらの写真に添え
られたエッセイが離島めしそのものの魅力だけでな
く、食の背景にある島民の暮らしや信仰などまで鮮
やかに浮き彫りにしていること。ページをめくるご
とに著者の旅や島民との交流の様子まで伝わってき
て、食欲と旅情を掻き立てられること間違いナシだ。
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